
◎原点に返り、会員増強に取り組む年に
金沢法恭金会長 北村 哲志

◎税務行政の円滑な運営への深い御理解と

多大な御支:浸に感謝申し上げます
金沢税務署長 中村 憲二
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新
年
の
ご

原
点
に
返
り
、
〈言
員
増
強
に
取
り
組
む
年
に

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
法

人
会
活
動
に
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
も
四
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
最
大
の
防
御
策
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
高
齢
者
は
既
に
四
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終
え
ま
し
た
が
、
若
い
人

や
幼
児
の
接
種
率
は
ま
だ
低
い
よ
う
で
す
。
新

型
フ
ク
チ
ン
も
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
全
体

の
早
め
の
接
種
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
ば
ら
く
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
し

な
が
ら
経
済
活
動
の
再
開
を
図
っ
て
い
か
ね
ば

と
思
い
ま
す
。

昨
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
千
葉
大

会
は
、
三
年
振
り
に
通
常
通
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
四
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
女
性
フ
オ

ー
ラ
ム
静
岡
大
会
、
十

一
月
に
開
催
さ
れ
た
全

国
青
年
の
集
い
沖
縄
大
会
も
通
常
開
催
で
し
た
。

よ
う
や
く
元
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。　
一
年
延

期
さ
れ
た
金
沢
法
人
会
創
立
六
十
周
年
記
念

式
典
は
、
昨
年
十
二
月
に
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
、

篤
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
昨
年
九
月
に
、
北
陸
地
区
、
組
織

・

厚
生
合
同
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
三
年
間
で
大
幅
に
減
少
し
た
会
員

数
に
な
ん
と
か
歯
止
め
を
か
け
、
会
員
増
強

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

金
沢
法
人
会
が
創
設
さ
れ
た
時
は
会
員
数
わ

ず
か
三
百
八
十
六
社
で
し
た
が
、
平
成
十
年

に
は
加
入
率
六

一
・
二
％
に
あ
た
る
八
千
百

九
十
五
社
ま
で
増
加
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
公
益
社
団
法
人
と
な
り
厳
格
な
る
会
費

納
入
徹
底
に
よ
り
会
員
数
が
減
少
し
ま
し
た

が
、
加
入
率
は
長
ら
く
五
〇
％
台
で
推
移
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
に

会
員
数
の
長
期
的
な
減
少
傾
向
が
続
い
た
こ

と
に
加
え

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
残
念

な
が
ら
昨
年
は
五
〇
％
を
下
回
り
ま
し
た
。

今
年
は
会
員
増
強
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
皆
様
方
の
力
強
い
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

引
き
続
き
本
年
度
も

「税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
た
る
経
営
者
の
団
体
」
と
し
て
税

制
に
関
す
る
建
設
的
な
提
言
や
子
ど
も
達

へ

の
租
税
教
室
な
ど
公
益
的
な
幅
広
い
活
動
を

推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様

の
今
年

一
年
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

法
人
会
全
国
大
会
が
十
月
十
三
日
（木
）
、

千
葉
市
の
幕
張
メ
ッ
セ
に
て
開
催
さ
れ
、
金

沢
法
人
会
か
ら
は
北
村
哲
志
会
長
以
下
五

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
第

一
部
で
は
、
キ
ャ
ス
タ
ー
で

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
安
藤
優
子
氏
に
よ
る
講

演
「女
性
が
テ
レ
ビ
で
働
く
と
い
う
こ
と
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
第
二
部
の
式
典
で
は
、

開
催
県
の
花
島
恭
一
千
葉
県
連
会
長
に
よ
る

開
会
の
辞
、小
林
栄
三
全
法
連
会
長
に
よ
る

主
催
者
挨
拶
に
続
い
て
、会
員
増
強
や
福
利

厚
生
制
度
推
進
等
で
顕
著
な
成
果
を
挙
げ

た
県
連
・単
位
会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、全
法
連
の
飯
野
光
彦
税
制
委
員

長
（副
会
長
）
に
よ
る
ズ
「
和
五
年
度
税
制
改

正
に
関
す
る
提
言
」
に
つ
い
て
の
報
告
、土目
年

部
会
に
よ
る
「租
税
教
育
活
動
」
の
報
告
が
行

わ
れ
、全
法
連
の
野
坂
文
雄
筆
頭
副
会
長
が

「大
会
宣
言
」
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
税
制
改
正
ス
ロ
ー
ガ
ン

○
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
経
済
再
生
と
財
政
健
全

化
を
目
指
し
、
税
財
政
改
革
の
実
現
を
！

○
適
正
な
負
担
と
給
付
の
重
点
化
・効
率
化
で
、

持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
！

○
厳
し
い
経
営
環
境
を
踏
ま
え
、中
小
企
業
の

活
性
化
に
資
す
る
税
制
を
！

Ｏ
中
小
企
業
に
と
っ
て
事
業
承
継
は
重
要
な
課

題
。本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
の
創
設
を
１

こ
の
提
言
に
つ
い
て
、
金
沢
法
人
会
の
米

澤
卓
也
税
制
委
員
長
は
、金
沢
税
務
署
管
内

の
国
会
議
員
及
び
地
方
自
治
体
に
対
す
る

税
制
改
正
の
提
言
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

金沢法人会会長

北村 哲志

全国408会 より約1,600名 が集まつた。

て。

第
二
十
八
回

法
人
会
全
国
大
会

令
和
五
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
ｉ

r_::=|■ /■

会
開
催

葉
大

提
言
を
報
告
・周
知

ヽ

、

除
く
靖
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税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
へ
の
深
い
御
理
解
と

多
大
な
御
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

確
定
申
告
は
自
宅
か
ら
ｅ
ｌ
Ｔ
ａ
ｘ
で
。ス
マ
ホ
申
告
が
便
利
で
す

金沢税務署長

中村 憲二

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
五
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法
人

金
沢
法
人
会
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

北
村
会
長
を
は
じ
め
と
し
て
貴
法
人
会
の
皆

様
方
に
は
、
平
素
か
ら
税
務
行
政
の
円
滑
な
運

営
に
つ
き
ま
し
て
、
深
い
御
理
解
と
多
大
な
御

支
援
を
賜
り
、
本
誌
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
「税
の
オ

ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
各
種
研
修
会
や

租
税
教
室
の
開
催
、
「税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」
や
「税
の
使
い
み
ち
総
選
挙
」
の

実
施
、
学
童
教
育
用
図
書
の
購
入
費
用
寄
贈
な

ど
、
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ｅ
ｌ
Ｔ
ａ
ｘ
の

一
層
の
普
及
や
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
関
す
る
周
知

。
広
報
等
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ら
の
活

動
に
対
し
ま
し
て
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

税
務
署
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
「自
主
点
検

チ

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
活
用
し
た
税
務

コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
向
上

へ
の
取
組
や
ｅ
ｌ
Ｔ
ａ
ｘ
の

利
用
促
進
、
税
務
研
修
会
等
の
開
催
な
ど
に
つ

き
ま
し
て
も
、
更
に
皆
様
方
と
の
連
携

・
協
調

を
図

っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
り

一
層
の
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
税
務
署
で
は
、
間
も
な
く
令
和
四
年
分

所
得
税
等
の
確
定
申
告
期
を
迎
え
ま
す
。
税
務

署

で
の
申
告
相

談

の
受
付

は

二
月
十

六

日

（木
）
か
ら
二
月
十
五
日

（水
）
ま
で
と
な
り
ま

す
が
、
御
自
宅
で
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン

を
利
用
し
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
ｅ
ｌ
Ｔ
ａ
ｘ
で

申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ス
マ

ー
ト
フ
オ
ン
を
利
用
し
た
申
告
で
あ
れ
ば
、
カ

メ
ラ
機
能
を
利
用
し
た
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
の
読
取
り
が
で
き
る
な
ど
申
告
書
作
成

・

提
出
の
利
便
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
従
業
員
の
皆
様
や
そ

の
御
家
族
に
周
知
し
て
い
た
だ
き
、
是
非
、
御
利

用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
公
益
社
団
法
人
金

沢
法
人
会
の
益
々
の
御
発
展
と
新
し
い
年
が
会

員
の
皆
様
方
及
び
御
家
族
の
方
々
に
と
り
ま
し

て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

胆
日
重
先
黛
受
章

全
日
本
電
気
工
事
業
工
業
組
合
連
合
会
会

長
を
務
め
る
な
ど
業
界
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
た
。

黄
綬
察
章
受
章

石
川
県
建
設
業
協
会
理
事
を
歴
任
、
業
界
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。

一■
一著
を
言
千

公益社団法人金沢法人会

副会長

米沢 寛氏

公益社団法人金沢法大会

小立野支部長

水内 健之氏

公益社回法人金沢法大会

理事

鴻野 洋行氏

公益社団法人金沢法大会

理事

小鍛治 榮氏

公益社団法人金沢法人会    公益社回法人金沢法大会
理事             理事

田野口 不H矢氏    中野 宏一氏
11月 16日 (水 )駅西合同庁合において表彰式が行われました。

多
年
に
わ
た
る
功‐
績
を
称
え
て

令
和
四
年
度
納
税
表
彰

金沢1野党務署長納税表彰
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準備は進めていますか?

金沢税務署からのお知らせ

■ 電子取引データ保存について

個人事業者。法人の普さま
令和6年 (2024年 )1月からは電子データでやりとりした請求善・領収書等を

電子デ…夕のまま保存する必要があります!

0請求書・領収書・見積書・契約書等のように、
紙でやりとりしていたら保存する必要があ

る電子データで現
※あくまでデータでやりとりしたものが対象であり、紙でやりと

りしたものをデータ化しなければならない訳ではありません。

0これまでプリントアウトして保存していた電
子データを、これからは電子データのまま保
存して頂くイメージで現

0フアイル形式は問いません。
※PDFに変換したり、スクリーンショットでもOKで現

●不当な改ざんを防止するためのルールを定

めた上、日付 L金額・取引先で検索できるよう

にする等の対応をして頂く必要がありま現

※例外的に検索機能などデータ保存時に満たすべき要件が緩

和される場合がありま現

※プリントアウトすることは禁止されていませんが、それだけ
では正しく保存したことになりません。

保存が必要な電子データの範1回は ? 保存方法は ?

●国税庁ホームベージから、電子帳簿保存

法に関するパンフレット等をご確認くだ

さい。
国税庁 電子帳簿保存方法

または

もつとくわしく知りたい.ときは?

日確定申告お役立ち情報

確定申告は
スマホで !

作成コーナー

おすすめする3っの理由
図24時間いつでもできる !
図保存した申告データを翌年
も利用できる !

図自動計算で誤りなくできる !

提出方法の選択では、「e― Tax(マ
イナンバーカード方式)」 を選択して、
次へお進みください。

提出方法の選択では、「e― Tax
(ID・ パスワード方式)」 を選択して、

次へお進みください。

叩
即

【確定申告書等

作成コーナー】

IPhone   AndroEd

4

0まずはスマ本でアクセス

【金沢税務署申告会場】

0会場への入場には、「入場整理券」
が必要です。詳しくは国税庁ホー

ムページをご確認ください。

0会場ではご自身のスマホまたはパ
ソコンで申告書を作成頂いており

ます。皆様のご理解とご協力をお

願いします。

開設期間

2月 16日 (木 )～

3月 15日 (水 )の平日

※2月 19日 (日 )、 26
日(日 )は開設します。

受付時間 午後4時まで

令和4年分の確定申告

0マイナンバーカードを
お持ちの方

対 応 ラウザ 0税務署発行のIDiパスワ…ドを
お持ちの方

Safari

み Ｃｈｒｏｍｅｏ



「税
を
考
え
る
週
間
」
協
賛
特
別
講
渡

〈フ
、
日
本
が
直
面
す
る

内
外
の
課
題

ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト

・
公
益
財
団
法
人

国
家
基
本
問
題
研
究
所
理
事
長

櫻
井

よ
し
こ
氏

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
国
内
外
の

問
題
に
鋭
く
切
り
込
む
櫻
井
氏
は
長
年
拉
致

問
題
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
「横
田
め

ぐ
み
さ
ん
が
拉
致
さ
れ
て
四
十
年
、
未
だ
解

決
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
先
般
行
わ
れ

た
集
会
で
の
岸
田
総
理
の
『こ
れ
ま
で
日
本
は

核

・
ミ
サ
イ
ル

・
拉
致
問
題
は
三
点
セ
ッ
ト
で

や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
拉
致
は
時
間
の
制
約
の

あ
る
問
題
。
核
や
ミ
サ
イ
ル
と
は
別
の
次
元
で

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
の
ス
ピ
ー
チ

は
大
き
な
変
化
だ
」
と
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
急
が
れ
る
の
が
コ
ロ
ナ
の
問

題
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
扱
い
に

し
て
、
予
防
接
種
費
用
を
す
べ
て
国
が
負
担

す
る
よ
う
総
理
に
提
言
さ
れ
た
と
言
い
ま
す
。

一
方
国
外
で
は
、
核

・
ミ
サ
イ
ル
を
保
有
す

る
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
、
中
国
と
で
つ
「な
ら
ず

者
国
家
」
が
日
本
を
取
り
巻
き
、
中
で
も
中
国

は
世
界
か
ら
孤
立
し
た
ロ
シ
ア
を
抱
き
込
み
、

ロ
シ
ア
の
大
地
に
眠
る
膨
大
な
資
源
や
食
料
を

買
い
付
け
、
国
力
を
増
す
最
大
の
脅
威
だ
と

言
い
ま
す
。
折
し
も
中
国
で
は
第
二
十
回
共

産
党
大
会
が
開
か
れ
、
習
近
平
氏
が
終
身
国

家
主
席
の
道
を
定
め
、
台
湾
併
合
を
明
言
し

ま
し
た
。

コ
」
れ
を
見
て
ア
メ
リ
カ
の
ブ
リ
ン
ケ
ン
国

務
長
官
は
、
台
湾
侵
攻
は
私
た
ち
が
考
え
る

よ
り
遥
か
に
早
く
や
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
警
告

し
て
い
ま
す
。
あ
の
強
い
ア
メ
リ
カ
が
非
常
な

危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
る
の
で
す
。
今
、
世
界

の
秩
序
は
ア
メ
リ
カ

一
国
２
月
に
か
か
っ
て
い

ま
す
が
、
中
国
、
ロ
シ
ア
に
同
時
に
向
き
合
っ

て
い
く
の
は
非
常
に
困
難
で
す
。
そ
の
時
も
っ

と
も
頼
り
に
し
て
い
る
の
が
同
盟
国
の
中
で
も

日
本
な
の
で
す
」
。
そ
の
日
本
で
は
北
朝
鮮
の

ミ
サ
イ
ル
や
中
国
に
よ
る
尖
閣
沖
の
領
海
侵
入

で
緊
張
感
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

「防
衛
費
を

増
や
し
、
国
防
力
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
海
上
保
安
庁

は
海
上
保
安
庁
法

二
十
五
条
に
縛
ら
れ
、
自

衛
隊
と
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
今
、
よ
う
や
く

両
者
で
情
報
の
共
有
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
」
。

ア
メ
リ
カ
は
重
要
な
同
盟
国
で
す
が
、
そ

の
ア
メ
リ
カ
か
ら

「ア
メ
リ
カ
は
日
本
の
保
護

国
で
は
な
い
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
従
属
国
で

は
な
い
」
と
で
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
る
と

て
い
ま
す
。
ど
ん
な

に
苦
し
く
と
も
ど
ん
な
に
状
況
が
厳

し

櫻
井
よ
し
こ
氏
が
語
演

令
和
四
年
十

一
月
十
七
日

（木
）
、
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て

金
沢
法
人
会
と
金
沢
間
税
会
共
催
の
「税
を
考
え
る
週
間
」
特
別
語

演
会
が
開
催
さ
れ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
櫻
井
よ
し
こ
氏
が
語
演

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
櫻
井
氏
の
請
演
に
先
立
ち
金
沢
国
税
不

服
審
判
所
長
の
高
橋
達
也
氏
が

「国
税
不
服
審
判
所
の
現
状
と
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
語
話
を
行
い
、
同
所
の
役
割
な
ど
を
説
明
し
ま

し
た
。

模井氏の言葉はどこまでも明快で歯切れがいい。

インターネツ でト
セミナー受講

言

い
ま

す
。

「シ
ュ
タ
イ
ン

ト

マ
ン
や
べ

ル
ゼ
ン
ス
キ

ヽ

―
ら
学
者
は
い

戦
争
は
あ
ら

ゆ
る
努
力
で

ヽ

回
避
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
が
、
米
中

戦
争
は
起
き

る
可
能
性
が

あ

る

と

書

い

一流の講師陣によるセミナーが500タイト
ル以上 I会員の方は、映像と音声による本格

的セミナーを無料で受講いただけます。

単

臨

叫
加 も

、
ア
メ
リ
カ
と
価
値
観
を
共
有
す
る
ョ
ー
ロ

ッ
パ
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
と
も
に
戦
い
、
話
し
合

い
が
決
裂
す
れ
ば
自
分
の
国
は
自
分
で
守
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
民
の
一
人
と
し
て
、

自
衛
隊
を
比
類
な
く
強
く
し
て
ほ
し
い
と
声

を
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

hj2201
ロクインD

パスワード

く

2907
このlD/パスワードで
どなたでもご覧頂けま現

靭 瑚 鋏 睡 錮 鍛鯉駆難 鞭
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九
月
十
七
日

（土
）
、
金
沢
大
同
生
命
ビ
ル

に
お
い
て
第
十
回
金
沢
ビ
ジ
ネ

ス
ア
カ
デ
ミ

ー
を
開
催
、
本
年
も
ケ
ー

ス
メ
ソ
ッ
ド
形
式

で
実
践
的

に
経
営

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て

学
習
し
ま
し
た
。
講
師

に
は
初
回
か
ら

ご
指

導
頂

い
て
い
る

（株
）
三
技
協
代
表
取
締
役

の

仙
石
泰

一
氏
と
ラ
イ
オ
ン

（株
）
の
横
手
弘
宜

氏
を
お
迎
え
し
、
三
年
ぶ
り
の
リ
ア
ル
開
催

に
二
十
五
名
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は

「地
方
都
市

の
不
動
産
会
社

に
お

け
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
利
活
用
し
た
ゼ

ロ
か
ら

の
Ｄ
Ｘ
推
進
と
経
営
改
革

（株
）
ウ
チ

ダ

レ
ッ
ク
」
を

テ
ー

マ
に
深

い
デ
イ
ス
カ

ッ

シ

ョ
ン
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
会
社
が
抱
え

て
い
る
課
題
を
外
部
環
境
、
内
部
環
境
と
し

・●

て
抽
出
し
、
「そ
れ
ぞ
れ

の
課
題

に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
解
決
を
進
め
て
い
っ
た
か
？
」
に
は
、

自
身
が
そ

の
よ
う
な
状
態

に
な

っ
た
時
、
ど

の
よ
う
な

ア
プ

ロ
ー
チ
を
す
れ
ば
解
決

に
向

か
う

の
か
を
考
え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
な
る

大
変
濃

い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
久
々
の
リ

ア
ル
開
催

で
は
、
双
方
向
型

の
デ
イ
ス
カ

ッ

シ

ョ
ン
に
よ
り
深
堀
り
が
出
来
た
た
め
満
足

度

の
高

い
学
習
と
な
り
、
有
意
義
な
時
間
で

し
た
。
ま
た
サ
プ

ラ
イ
ズ
と
し
て
、
今
回
の
テ
ー

マ
と
な

っ
た

（株
）
ウ
チ
ダ

レ
ッ
ク
の
内
田
専

務

に
も
お
越
し
頂
き
、
経
営
改
革

に
至

っ
た

背
景
や
思

い
を
リ
ア
ル
に
お
聞
き
で
き
た

の

も
、
金
沢
ビ
ジ
ネ

ス
ア
カ
デ
ミ
ー
な
ら
で
は

の
こ
と
で
し
た
。

引
き
続
き
青
年
部
会

で
は
、
参
加
者

の
期

待

に
応
え
会
社
経
営

に
活
か
せ
る
企
画
運
営

を
講
師

の
方

々
と
と
も

に
取
り
組
ん
で
ま

い

り
ま
す
。

・４
一
一

ヽ
、

、

金
沢
法
人
会
青
年
部
会
で
は
、
今
年
度
も

金
沢

・
内
灘

・
津
幡
の
合
計
十
九
校
で
小
学

六
年
生
に
向
け
た
租
税
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
津
幡
町
に
つ
い
て
は
昨
年
に

引
き
続
き
、
町
内
全
て
の
小
学
六
年
生
を
対

象
と
し
て
「私
た
ち
が
考
え
る
税
の
使

い
み

ち
総
選
挙
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
部
会
の
租
税
教
室
で
心
掛
け
て
い
る
の

は
、　
一
方
通
行
の
講
義
で
終
わ
ら
な
い
こ
と
。

皆
が
納
め
た
税
金
を
ど
の
よ
う
に
使

っ
て
い

く
の
が
皆
の
た
め
に
な
る
の
か
、
「税
の
使
い

み
ち
」
を
小
学
生
自
身
に
授
業
の
中
で
考
え

さ
せ
、
そ
の
後
、
宿
題
と
し
て
お
家
の
人
と

話
し
合

っ
て
も
ら
う
と
い
う
流
れ
で
、
「税
金

の
大
切
さ
」
を

つ
な

い
で
い
く
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

小
学
六
年
生
が
各
自
考
え
た

「税
の
使

い

み
ち
」
を
記
入
用
紙
に
書
き
入
れ
て
学
校

へ

提
出
し
て
も
ら

い
、
青
年
部
会
が
集
め
て
、

令
和
四
年
十
月
に
津
幡
町
文
化
会
館
シ
グ
ナ

ス
に
て
全
作
品
の
掲
示
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ら
作
品
の
中
か
ら
青
年
部

会
の
選
考
委
員
会
が

「お
も
い
や
り
二
面
白

さ
二
将
来
性
」
を
ポ
イ
ン
ト
に
厳
正
な
審
査

を
行
い
、
十
月
二
十
三
日

（日
）
、
同
所
に
て

優
秀
作
品
の
表
彰
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
津
幡
町
長
、
津
幡
町
議
会
議
長
に
も

来
賓
と
し
て
ご
臨
席
頂
き
ま
し
た
。

当
部
会
で
は
次
年
度
以
降
も
継
続
的
に
租

税
教
室
の
活
動
を
実
施
し
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち

へ
「税
金
の
大
切
さ
」
を
伝
え
て
い

け
る
よ
う
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
と

墨

・・
十

■士l■・ 予

ヽ

第
十
回
金
沢
ビ
ジ
ネ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
開
催

―十
三
年
ぶ
り
の
リ
ア
ル
開
催
に
二
十
五
名
が
参
加
―

私
た
ち
が
考
え
る
税
の
使
い
み
ち
総
選
挙

―

津
幡
町
内
の
小
学
六
年
生
を
対
象
に
実
施
―

目

が
課題を抽出し、白板に書き上げていく。

内田専務がサプライズで登場。DXに取り組むことにな
つた背景を直接間くことがてヽきた。

応募のあつた全作品を津幡町文化会館シグナスに掲示。

IE
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優秀作品の表彰には、津幡町長、町議会議長にもに立ち会つて頂いた。



青
年
部
会
が
公

―
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
君
の
前
日
氏

●

ツ
カ
ー

日
本

代

表
　

ェ副

固

二

瞑

理
≡
ｈ

令
和
四
年
十

一
月

一
日

（火
）
金
沢

文
化
ホ
ー
ル
に
て
、
三
年
ぶ
り
の
リ

ル
開
催
と
な
る
公
開
講
演
会
を
行
い

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

防
対
策
を
と

っ
た
う
え

で
、
参
加
者

に

場
に
お
越
し
頂
き
対
面
で
の
開
催
を
実

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
元
サ

ッ
カ
ー
日
本
代
表

で
現
在

は
タ

レ
ン
ト
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
前
園

真
聖
氏
を
講
師

に
お
迎
え
し
、
「夢
が
あ
る
か

ら
強
く
な
れ
る
～
サ

ッ
カ
ー
人
生
か
ら
学
ん

だ
こ
と
～
」
と
題
し
て
講
演
を
行

っ
て
頂
き
ま

し
た
。
今
年
は
カ
タ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ

の
開

―

i 
・

!

前国氏を国んで (当 日運営に携わつた青年部会員と)。

し
た
。
ど

の
質
問

に
も

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

回
答
を
返
し
て
頂
き
、
前
園
さ
ん

の
人
柄
が

感
じ
ら
れ
、
限
ら
れ
た
時
間

で
し
た
が
楽
し

い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
久
し
ぶ
り
に
対
面
で
の
講
演
会

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

コ
ロ

ナ
禍

で
の
開
催

に
お
け
る
集
客
や
会
場
設
営

に
関
し
て
課
題
も
見
え

て
き
ま
し
た
。
次
年

度
は
よ
り
多
く

の
方

に
会
場

に
お
越
し
頂
け

い
て
や
子
ど
も
に
や
る
気
を
出
さ
せ
る
声
掛

け
に
つ
い
て
な
ど
、
子
育
て
や
若
手
の
育
成

に
関
す
る
内
容
で
様
々
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

当
日
は
カ
タ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本

代
表
の
発
表
の
日
で
も
あ
り
、
講
演
の
冒
頭

で
は
日
本
代
表
の
注
目
選
手
や
日
本
が
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
す
る
た
め
の
戦
い
方

な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
て
頂
き
、
サ

ツ
カ
ー
フ
ア
ン
に
と

っ
て
は
大
変
貴
重
な
内

容
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
前
園
さ
ん
が
出
場

出
来
な
か

っ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

ヘ
の
想
い

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
ご
自
身
が
失
敗
し
た
過
去
の
経
験
か

ら
、
仲
間
の
大
切
さ
や
感
謝
の
気
持
ち
を
持

つ
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
、
仕
事
に
対
す

る
考
え
方
が
変
わ

っ
た
と
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
仕
事
が
あ
る
の
が
当
た
り
前
で
は
な
く
、

与
え
ら
れ
た
仕
事
に
感
謝
し

一
つ
ひ
と
つ
丁

寧
に
対
応
す
る
。
そ
れ
が
周
り
か
ら
の
信
頼

に
つ
な
が

っ
て
い
く
こ
と
を
話
さ
れ
、
前
園

さ
ん
の
誠
実
さ
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

最
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
か
ら

ス
イ
ー
ツ
の
話
ま
で
幅
広
い
質
問
が
あ
り
ま

全
国
青
年
の
集
い

―

当
部
会
が
健
康
経
営

令
和
四
年
十

一
月
二
十
四
日
（木
）
か
ら
二

十
六
日

（土
）
に
か
け
て
、
第
二
十
六
回
法
人

催
年
で
も
あ

り
ま
す
。
講

演
会
に
は
約

四
百
八
十
名

の
お
申
込
み

を
頂
き
、
サ

ッ
カ
ー

ヘ
の

興
味
が
高
ま

っ
て
い
る
こ

と
が
感
じ
ら

れ

ま

し

た
。

ま
た
事
前
質

問
に
は
サ

ッ

カ
ー
だ
け
で

な
く
、
ア
ン

ガ
ー

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ

会
全
国
青
年

の
集

い
沖
縄

大
会
に
参
加

し

ま

し

た

。

例
年
二
千
五

百
名
程
度
の

参
加
者
が
各

地
か
ら
集
う

こ
の
大
会
も
、

近
年
は
新
型

した。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

勤
ル
ス
感
染
症

灼
に
よ
り
中
止

И
や
参
加
人
数

動
の
制
限
が
か

承
け
ら
れ
て
い

鋼
ま
し
た
が
ヽ

る

よ

客

の
検
討
し
、
・

ア
ル
開
催

つ

も
安
心

し
て
ｉ
一
・

参

加

で
き

る

一
・

公
開
講
演
会
姦
一

模

索

し

て

い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
久
し
ぶ

大
会
で
し
た
。

ま
た
今
大
会
で
は
、
当
部
会
の
地
域
貢
献

委
員
会
の
取
り
組
み
が
「健
康
経
営
大
賞
」
と

し
て
、
全
国
の
法
人
会
の
中
か
ら
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
ま
し
た
。
惜
し
く
も
最
優
秀
賞
は
逃
し

ま
し
た
が
、
全
国
ベ
ス
ト
五
に
選
ば
れ
た
こ
と

は
当
部
会
に
と
っ
て
大
変
名
誉
な
こ
と
で
す
。

来
年
の
山
形
大
会
で
は
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

る
よ
う
、
法
人
会
青
年
部
会

一
丸
と
な
っ
て

「健
康
経
営
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

で|:lデ=
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女
性
部
会
の
新
し
い
取
り
組
み
「食
品
ロ
ス
」

―

役
員
研
修
で
金
沢
市
の
現
状
を
学
ぶ
―

初
秋
の
能
登
半
島
へ
視
票
研

―

丸
井
織
物
見
学
と
演
劇
鑑
賞
―

現
在
、
注
目
さ
れ
て
い
る
社
会
問
題
と
し
て
「食
品
ロ
ス
」

が
あ
り
ま
す
。
本
年
六
月
に
全
女
連
の
新
た
な
事
業
と
し
て

「食
品
ロ
ス
」
の
削
減
に
取
り
組
む
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
八
月
十
日
（水
）
の
理
事
会
終
了
後
、
役
員
研
修
を
実
施
。

金
沢
市
環
境
政
策
課
担
当
者
を
お
招
き
し
、
金
沢
市
の
「食

品
ロ
ス
」
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

現
状
の
問
題
点
や
対
策
等
の
説
明
が
あ
り
、
食
品
ロ
ス
の

削
減
が
ご
み
処
理
費
の
削
減
に
つ
な
が
り
、
税
金
の
有
効
活

・

用
等
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
十
二
日

（月
）
に
開
催
さ
れ
た
研
修
会
の
場
で

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
呼
び
か
け
を
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん

の
方
々
か
ら
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

八
月
二
十
五
日

（木
）
、
「ラ
グ
ジ

ェ
リ
ー

イ
ン
デ

イ
ア

ル
ビ
ー
ナ
」
に
お
い
て
、
オ
ー
ナ
ー
の
田
口
る

び
な
氏
を
講
師
に
弓
Ｊ
①
ｏ
ｏ
重
ｑ

亀

∽
ｏ
沖濡

ご
と
題

し
た
ミ
ニ
教
養
サ
ロ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
パ
イ
ス
は
健
康
の
素
で
あ
り
、
料
理
だ
け
で
な

く
漢
方
薬
の
原
料
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
お
り
、
消

化
を
促
進
し
胃
腸
を
整
え
る
な
ど
非
常
に
高
い
薬
膳

効
果
が
あ
り
ま
す
。
日
常
の
食
生
活
に
気
を
配
る
こ

と
が

一
番
の
病
気
予
防
に
な
り
、
医
療
費
の
削
減
に

も
つ
な
が
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

講
演
後
は
ス
パ
イ
ス
が
き
い
た
本
格
的
な
イ
ン
ド

料
理
を
頂
き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
ま

し
た
。

二ヽ

一教
養
サ
ロ
ン
を
開
催

―

ス
パ
イ
ス
パ
ワ
ー
で
美
味
し
く
健
康
に
！
―

十
月
五
日
（水
）、
五
名
の
一
般
参
加
者
を
含

む
総
勢
三
十
一
名
で
、
秋
の
気
配
を
感
じ
る
能

登
へ
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
日
の
午
前
中
は
二
班
に
分
か
れ
て
行
動
。

一
班
は
、
中
能
登
町
の
丸
井
織
物

（株
）
を
訪
ね

ま
し
た
。
斜
陽
産
業
と
言
わ
れ
た
繊
維
業
に
あ

っ
て
、
丸
井
織
物
を
合
繊
織
物
生
産
日
本

一
の

企
業
に
発
展
さ
せ
た
宮
本
徹
会
長
の
お
話
を
伺

い
、
絶
対
逃
げ
な
い
強
い
覚
悟
を
持
っ
た
経
営

者
と
し
て
の
厳
し
い
姿

が
垣
間
見
え
る
魅
力

的
な

お
話
を
伺

い
ま

し
た
。
二
班

は
穴
水

駅
か
ら
七
尾
駅
ま
で

う

と
鉄

道
」
に
乗

車

し
、
風
光

明
媚
な
能

登
の
自
然
に
心
打
た

黍

れ
る
長
閑
な
時
間
を

ヵ

過
ご
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は

全
員
で
、
七
尾

市
の
一
本
杉
通

り
や
花
嫁
の
れ

ん
館

を
見
学
、

最
後
に
中
島
町

の
能
登
演
劇
堂

で

Ｆ

の
ち

ば

う
に
ふ
ろ
う
物

五
理
を
鑑
賞
し
、

主
演
の
仲
代
達

矢
氏
の
年
齢
を
言
い
訳
に
し
な
い
声
量
と
身
の

こ
な
し
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
諦
め
な
い
勇
気
を
与
え
ら

れ
た
講
話
と
観
劇
、
能
登
の
自
然
の
恵
み
に
感

謝
し
た
有
意
義
で
楽
し
い
視
察
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

a
白

フードドライブの呼びかけにたくさんの協力があつた。
免疫力向上、アンチエイジング、デトックス交力果など、スパイスの持
つ力はスゴイ !

【法
人
会
員
】

（株
）
和
台

（株
）
空
師

含
同
）
０
０
瞬
庁
ｍ
ｍ
Ｚ
コ
刃
〇
」
ｍ
Ｏ
引

0す るまし

垂くなる

義

革新カンパニーを標榜する丸井織物の宮本

会長。

渡
嘉
敷
　
台

長
谷
川

一
成

香
林
加
代
子

（株
）
Ｓ
Ｋ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
谷

（有
）
ど
あ
ノ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林

（株
）
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
ク
テ
イ
ビ
テ
イ
ー
ズ

一
一口

（株
）
Ｍ
Ａ
Ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
曽

（株
）
ト
ー
テ
ク
シ
ス
テ
ム
　
　
　
　
　
島
倉

（株
）
花
組
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
島

【個
人
会
員
】

岩
本
建
材

工

ω
ω
「
∽
ω
一〇
う

将
之

花
代寛

充
孝

隆
亨

元
基

関岩
本

瀬
川

拓
弥

俊
之

忠
之

ノ ■
'

奮 8糖

新
会
員
紹
介

（令
和
四
年
八
月

一
日
か
ら

十
月
二
十

一
日
ま
で
）

◆
法
人
名
　
◆
代
表
者
名



呼
赤
や
責
色
の
彩
り
で
木
々
の
装
い
が
華
や
か

さ
を
増
す
十

一
月
十
二
日
（土
）
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ

ル
金
沢
に
て
令
和
四
年
度
「税
に
関
す
る
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
児
童
二
十
七
人
と
ご
家
族
、
」^
来
賓
の
中

村
憲
二
金
沢
税
務
署
長
、
日
展
作
家
の
大
丸
七

代
先
生
、
北
村
哲
志
会
長
な
ど
、
ハロ
わ
せ
て
約

百
人
規
模
の
式
典
と
な
り
ま
し
た
。
〈フ
回
は
青

年
部
会
の
協
力
で
着
ぐ
る
み
の
「け
ん
た
く
ん
」

の
お
出
迎
え
も
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
ほ
？
」
り
。
受

賞
作
品
を
手
に
、
ご
家
族
で
記
念
撮
影
を
す
る

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

授
賞
式
で
は
、
審
査
委
員
長
の
大
丸
先
生
か

ら
「年
々
作
品
の
レ
ベ
ル
が
上
が
り
、
選
ぶ
の
に

苦
労
し
ま
し
た
。
小
さ
な
は
が
き
の
中
に
絵
や

伝
え
た
い
言
葉
を
盛
り
込
む
の
は
大
変
で
す

が
個
性
や
素
直
さ
を
感
じ
ら
れ
る
素
敵
な
作

品
で
し
た
」
と
で
，
講
評
が
あ
り
、
緊
張
気
味

だ
っ
た
児
童
た
ち
も
誇
ら
し
げ
な
表
情
に
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
小
学

生

の
頃

の
税

の
体

験

が
、
大
人

に

な
っ
た
と
き

ど
ん
な
意

識
の
広
が

り
を
見
せ

て
く
れ
る

の
か
楽

し

み
で
す
。

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

ー

子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
に
残
る
表
彰
式
に
―

帯
　
状

　

与

一生
幕
∵

占勇とんへ   //
4

令和4年度

令和4年度は836点の応募があり、

審査の結果、掲載の8作品のほか、

佳作 10点、入選20点が

選ばれました。

入賞

おめでとう

ございます

金沢市立額小学校

6年 矢田 勇さん

_1_二

金沢税務
署長貸

金沢法人盆沢法

赫跳釜患 ⇔

①①

彎
‐

射
Ｐ

脅 ①
0

0

帯 :
,

計

,

8

優秀賞

金沢市立額小学校

6年 橋浦 佑奈さん

金沢市立小坂小学校

6年 飯田 あやさん

や ・亭‖

趨

内灘町立白帆台小学校

6年 木村 文香さん

金沢市立明成小学校

5年 河瀬 怜奈さん

金沢市立B月成小学校

5年 池野 鹿子さん

金沢市立犀桜小学校

5年 原 ありささん
金沢市立犀桜小学校

5年 岩城 徹昇さん

9

0
0
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令
和
四
年
十
二
月
六
日

（火
）
に
、
金

沢
法
人
会
創
立
六
十
周
年
記
念
行
事
を
石

川
県
立
音
楽
堂
と
ホ
テ
ル
日
航
金
沢
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

第

一
部
の
記
念
講
演
会
は
日
本
文
藝
家

協
会
理
事
長

・
日
本
大
学
理
事
長
の
林
真

理
子
氏
を
講
師
に
迎
え
て
実
施
。　
一
般
の

方
を
含
め
て
千
五
百
名
を
超
え
る
聴
講
者

ル
が
埋
め

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第

二
部

の
「記
念
式
典
」
が

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
生
演
奏
で
厳
粛
に
開

会
し
、
北
村
哲
志
会
長
か
ら
、
税
務
当
局

・

関
係
諸
団
体

・
歴
代
会
長
を
は
じ
め
と
す

る
先
人
各
位
に
対
し
て
謝
意
が
述
べ
ら
れ

る
と
と
も
に
、
当
会
の
発
展
に
多
大
な
功

労
を
頂
い
た
個
人
四
十
九
名
と
十
五
支
部

に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
法
人
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
メ
モ
リ
ア
ル

ム
ー
ビ
ー
の
上
映
に
あ
わ
せ
て
、
弦
楽
四

重
奏
の
生
演
奏
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部

の
「祝
賀
会
」
は
ホ
テ
ル
日
航

金
沢
に
会
場
を
移
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
市
二
町
の
首
長
を
含
む
二
百
十
余
名
の

出
席
者
の
も
と
、
三
茶
屋
街
の
芸
妓
二
十

名
に
よ
る
一象
華
絢
爛
な
素
囃
子
で
開
宴
し
、

金
沢
お
ど
り
や
相
談
役
の
イ
ン
が
ビ

ュ
ー

ム
ー
ビ
ー
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
法
人
会

の
発
展
に
向
け
て
会
員
の
結
束
が
よ
り

一

層
固
ま
り
ま
し
た
。

記念講演会は林真理子氏の「前向きに

生きるということ」。

経
営
を
学
び
、
語
り
含
お
う

本
会
で
開
催
さ
れ
る
研
修
会
の
ほ
か
に
、
各
支
部

・
ブ
国
ツ
ク
で
も
独
自
の

研
修
会
を
実
施
し
て
広
く
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

創 立 60周 年 配 念

支部

研修会
報告

◆
日
時
／
令
和
四
年
七
月
二
十
日
（水
）

◆
場
所
／
本
多
の
森
ホ
ー
ル

◆
テ
ー
マ
／
講
師

相
続
税
と
事
業
承
継

税
理
士
村

尾
　
実
氏

小
立
野
支
部
研
修
会

◆

日
時
／
令
和
四
年
十
月

一
日
（土
）

◆

場
所
／
内
灘
町
防
災
コ

ュヽ
ニ
ア
イ
セ
ン
タ
ー

◆

テ
ー

マ
／
講
師

貴
方
も
今
日
か
ら
褒
め
る
達
人

内
灘
支
部
長

高
橋

玲

子
氏

向
驚
支
部
研
修
会

◆

日
時
／
令
和
四
年
八
月
二
十
六
日
（金
）

◆

場
所
／
津
幡
阿
商
工
会
議
所

◆

テ
ー

マ
／
講
師

電
子
帳
簿
保
存
法
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

'▼
テ _

実
務
対
策

税
理
士
労
網

重
則
氏

津
一軽
支
部
研
修
会

◆
日
時
／
令
和
四
年
十
月
六
日
（木
）

◆
場
所
／
和
風
中
軍

招
龍
亭

◆
テ
ー
マ
／
講
師

法
人
会
っ
て
ど
ん
な
団
体
？

二  藩 学

金
沢
法
人
会
専
務
理
事

村
丼

啓
祐
氏

素
情
隻
部
研
修
・会

10



作文

ついての
税に

令
和
四
年
度
入
選
作
品
よ
り

全
国
の
中
学
生
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
作
品
の
中
か
ら
、
公
益
社
団
法
人
金
沢
法
人
会

会
長
賞
を
受
賞
し
た
作
品
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

税
金
の
大
切
さ
に
つ
い
て

河
北
郡
津
幡
町
立
津
幡
南
中
学
校
　

一
年

加

藤

真

織

み
な
さ
ん
は
、
身
近
に
感
じ
た
税
に
関
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
私
は
図
書
館
の
本
を
借

り
る
時
に
、
本
は
町
の
人
た
ち
が
お
金
を
は
ら

っ
た
本
を
借
り
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
身
近
に

惑
じ
ま
し
た
。
他
に
も
、
学
校
や
幼
稚
園
、
交
番
、

放
急
車
や
パ
ト
カ
ー
も
税
金
で
購
入
さ
れ
て
い

る
の
で
、
私
は
、
税
金
の
伎
い
迫
の
多
さ
に
と

て
も
驚
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
は
、
日
本
に
税
金
が
な
か
っ
た
ら

ど
う
な
る
の
小
が
と
て
も
気
に
な

っ
た
の
で
調

べ
て
み
る
と
、
道
路
や
橋
な
ど
は
、
毎
日
人
や
、

車
な
ど
が
行
き
来
し
た
り
、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
で
傷
ん
で
き
ま
す
が
、
道
路
や
橋
を
修

理
す
る
お
金
が
な
い
の
で
、
道
烙
や
橋
が
こ
わ

れ
た
ま
ま
、
放
置
さ
れ
て
し
ま

っ
た
り
、
修
理

し
た
人
か
ら
通
行
料
の
支
払
い
を
求
め
ら
れ
た

り
す
る
か
も
し
れ
な
い
そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と

を
聞
い
て
、
私
は
、
町
の
た
め
に
お
金
を
あ
げ
て
、

税
金
に
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
町

の
役
に
ほ
ん
の
少
し
で
も
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

税
金
の
大
切
さ
を
知
れ
た
次
に
は
、
税
金
が

一
番
何
に
使

っ
て
い
る
の
か
も
気
に
な

っ
た
の

で
、
調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
税
金
の
伎
い

道
と
し
て
最
も
割
合
が
大
き
い
の
が
、
社
会
保

障
費
だ
そ
う
で
す
。
社
会
保
障
費
と
は
、
医
療
、

年
金
、
介
護
な
ど
の
私
た
ち
の
生
活
を
守
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
次
に

割
合
が
大
き
い
の
が
国
債
費
だ
そ
う
で
す
。
回

債
費
と
は
、
国
の
借
金
で
あ
る
国
債
の
償
遠
や

莉
千
の
返
済
の
た
め
に
充
て
る
費
用
の
こ
と
で

す
。
自
分
た
ち
の
生
活
の
た
め
に
も
税
金
が
伎

わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
と
て
も
鷺

き
ま
し
た
。
今
で
は
、
道
烙
な
ど
の
建
設
以
外

で
回
の
支
出
が
小
さ
み
、
税
金
だ
け
で
は
賄
え

な
く
な
り
、
仕
方
な
く
国
債
の
発
行
を
続
け
て

し
ま
う
こ
と
が
回
債
費
の
こ
と
で
問
題
に
な

っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

も
し
、
税
金
を
払

っ
て
い
な
か

っ
た
ら
ど
う

な
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
と
て
も
気
に
な

っ
た

の
で
予
想
を
た
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
税
金

を
払
わ
ず
に
い
る
と
、
税
金
を
納
め
る
量
が
倍

に
な

っ
た
り
、
税
金
を
納
め
な
か

っ
た
罪
を
償

わ
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
二
つ
の
予
想
を
た

て
ま
し
た
。
工
解
は
、
本
来
納
め
る
べ
き
税
金

の
他
に
も
、
延
滞
金
が
カロ
算
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る
と
、
他
の
こ
と
で
お

金
を
払
わ
な
い
と
い
け
な
く
な
る
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
滞
納
処
介
を
受
け
る
場
合
も
あ
る
そ

う
で
す
。

税
金
は
、
自
分
た
ち
の
豊
か
な
生
活
を
実
現

す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
、
と
て
も
大
切
な
物
だ

と
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
町
の
た
め
に
税
金
を
大
切
に
し
て
い
け

る
と
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

北陸税理士会では下記の日程で確定申告期の

無料税務相談を行います。

◆会場でのご相談

日時/2月 4日 (土 )・ 11日 (土 )・ 18日 (土 )
9:00～ 16:00

場所/税理士会館 (金沢市北安江3-4-6)
※事前浮約制となりますので

ご注意くださしヽ。

◆電話によるご相談

日時/2月 18日 (土 )
13:00～ 16:00

TEL/076-224-2182
(当日のみの専用回線)

この記事に関するお問い合わせは北陸税

理士会金沢支部までお願いいたします。

TEL 076-223-1841

◆
日
時
／
令
和
四
年
十
一
月
二
十
一
日
（月
）

◆
場
所
／
ア
レ
ン
ビ
ツ
ク

デ
イ
丞
ア
生
フ
リ
ー

（大
野
町
）

◆
テ
ー
マ
／
講
師

ス
ピ
リ
ッ
ツ
蒸
留
所
見
学
‐‥

≧
ω
ヨ
σ
一０
〕
空

語
更
泄
長

ｉ
‐

〓
軍
川

俊
彦

金
石
・大
野
童
部
研
修
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

◆
日
時
／
令
和
四
年
十
月
十
四
日
（金
）

◆
場
所
／
白
山
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
泉
水
コ
ー
ス

当日集まつた32,000円で一輪車1台、竹馬2組を購入し、

西南部児童クラブヘ寄付した。

東
工
掘
支
部
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(株 )トモコ・メディカル・エージェンシー
金沢市戦周5-225
TEL 076-254-OO08

代表取締役船崎 外茂子
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Φ PrOfile
出身地鰺 金沢市

業務内容藝調斉J薬局 居宅療養薬剤管理指導業 キッ

チンスタジオ

座右の銘藝―期―会・しあわせはいつも自分のこころ

が決める

一鰻

ウェルビーイング経営を実践する。

できる事、やりたい事、なりたい自分、とにかく行動!
４
ｕ

翌

１

爾

¬

鐘
業
警
百
轟
移
基
勢
晏
甕
藝
二
十
年

（株
）
ト
モ
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル

・
エ
ー
ジ
エ
ン

シ
ー
は
、
保
険
調
剤
薬
局
を
ベ
ー
ス
に
、
チ
ー

ム
医
療

（在
宅
薬
剤
管
理
指
導
事
業
）
、
外
来

処
方
隻
応
需
を
行
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
〇
年

に
施
行
さ
れ
た
介
護
保
険
制
度
に
い
ち
早
く

対
応
し
、
時
代
を
率
先
し
居
宅
療
養
管
理
指

導
の
事
業
に
取
り
組
む
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の

能
動
的
な
調
剤
薬
局
で
す
。

結
婚
出
産
を
機
に
退
職
、
専
業
主
婦
と
育

児
生
活
の
六
年
を
過
ご
し
、
社
会
復
帰
で
大

手
製
薬
会
社
の
学
術
部
に
勤
め
ま
し
た
が
、

京
都
転
勤
辞
令
を
子
ど
も
の
た
め
に
断
念
。

転
職
し
て
地
元
調
剤
薬
局
の
新
規
立
ち
上
げ

な
ど
を
手
伝
っ
た
り
す
る
う
ち
、
薬
に
関
わ
る

仕
事
の
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
ま
し
た
。

の
ち
に
自
分
の
考
え
る
薬
局
の
在
り
方
、
薬
剤

師
が
患
者
さ
ん
や
社
会
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
く

べ
き
か
を
考
え
、
理
念
を
実
践
す
る
た
め
の
薬

局
を
自
ら
起
業
し
開
局
し
ま
し
た
。

承
継
し
た
い
企
業
理
念
は

尺
叩
に
関
わ
る
仕

事
を
心
を
持
っ
て
取
り
組
み
社
会
に
貢
献
す
る
。

人
の
生
き
る
を
応
援
す
る
」
で
す
。
医
療
人
と

し
て
人
と
し
て
心
身
と
も
に
健
全
な
生
き
方

を
考
案
し
、
明
る
い
健
康
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
薬
だ
け
に
頼
ら
な
い

医
療
と
し
て
こ
だ
わ
り
を
大
切
に
、
代
替
医
療
、

未
病
を
考
え
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
五
年
に
は
独

自
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
二
〇
一

二
年
に
は

「医
食
住
」
を
考
え
た
健
康
を
テ
ー

マ
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ナ
チ
と
フ
ル
ヴ
イ
レ
ッ
ジ
を

設
立
し
、
休
耕
田
を
開
墾
し
自
然
栽
培
農
業

で
野
菜
作
り
を
ス
パ
ー
ト
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

鞍
月
ト
モ
コ
薬
局
を
完
全
無
添
加
住
宅
で
建

築
し
、
自
然
の
空
気
清
浄
機
と
も
言
わ
れ
る

漆
喰
の
壁
、
無
垢
の
本
材
、
化
学
物
質
フ
リ

ー
に
す
る
事
で
、
健
康
建
築
の
薬
局
と
し
て

夢
を
実
現
し
ま
し
た
。
薬
局
の
待
合
室
で
患

者
様
か
ら

コ
⊆
こ
息
が
し
や
す
い
―
」
と
言
わ

れ
る
と
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
食
事
は
一
日
に
何

度
か
で
す
が
、
呼
吸
は
二
十
四
時
間
し
て
い
ま

す
。
健
全
な
空
気
を
整
え
た
ら
次
は
食
事
か

ら
の
健
康
づ
く
り
で
す
。
薬
局
の
三
階
に
併
設

し
た
キ
ツ
チ
ン
ス
が
ジ
オ
で
は
食
を
考
え
る
健

康
イ
ベ
ン
ト
を
仲
間
た
ち
と
開
い
て
い
ま
す
。

違

っ
暮
塞
鈴
鐙

こ
そ
壼
づ
警
謬

順
風
満
帆
の
よ
う
に
見
え
る
私
で
す
が
本

当
に
辛
い
時
も
あ
り
ま
し
た
。
熱
い
思
い
で
取

り
組
ん
で
い
た
の
に
、
理
解
し
て
一
緒
に
頑
張

っ
て
ほ
し
い
は
ず
の
社
員
誰
も
に
背
中
を
向
け

ら
れ
て
し
ま
う
１
と
い
う
壁
に
ぶ
つ
か
り
ま
し

た
。
社
員
の
協
力
が
無
け
れ
ば
成
果
を
あ
げ

ら
れ
な
い
ん
だ
と
気
づ
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
事
、

会
社
組
織
の
作
り
方
、
社
会
の
事
を
何
も
わ

か
っ
て
い
な
か
っ
た
事
に
あ
ら
た
め
て
気

づ
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
一
念
発
起
で
早
稲

田
大
学
大
学
院
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
ヘ

入
学
し
ま
し
た
。

早
稲
田
で
の
学
び
を
活
か
そ
う
と
、

社
内
改
革
を
急
ぎ
す
ぎ
結
局
崩
壊
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
思
い
が
通
じ
ず
本
当

に
幸
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
本
当
は
社

員
の
気
持
ち
や
思
い
を
解
ろ
う
と
せ
ず
、

歩
み
寄
っ
て
い
な
か
っ
た
の
は
私
の
方
だ

と
気
づ
き

一
か
ら
出
直
し
ま
し
た
。
今

は
改
善
す
べ
き
を
改
善
し
、
心
通
え
る

環
境
づ
く
り
を
最
優
先
し
た
結
果
、
社
員
が

和
気
あ
い
あ
い
と
助
け
合
い
、
売
上
を
増
や
す

仕
組
み
を
社
員
た
ち
で
提
案
し
実
践
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
顧
客
か
ら
の
信
頼
も
皆
の
喜
び

と
し
て
感
じ
励
み
に
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
社

員
全
員
の
真
梨
な
仕
事
へ
の
姿
勢
に
心
か
ら
感

謝
で
す
。

失
敗
し
て
も
、
必
ず
学
び
は
あ
り
、
苦
し

い
中
に
て
人
の
温
か
さ
を
知
り
、
誰
か
に
い
つ

も
助
け
ら
れ
て
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、

私
が
誰
か
を
助
け
て
あ
げ
ら
れ
る
な
ら
そ
れ

は
最
高
に
幸
せ
と
思
え
る
よ
う
に
変
わ
り
ま

し
た
。

機
の
も

尋

一
つ
鈴
巖

自
分
自
身
も
ま
だ
人
生
道
半
ば
。
母
校
の

学
校
薬
剤
師
と
し
て
、
ま
た
、
テ
レ
金
ち
ゃ
ん

占
い
で
も
お
な
じ
み
の
ト
モ
コ
薬
令
と
し
て
も
、

人
の
生
き
る
を
応
援
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
ど

ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
輝
け
る
よ
う
、

前
進
し
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
私

の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
経
営
で
す
。

呻 鍵 鸞鵡
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壊
・廃
ユ
農 舌

か
ら
受
け
鑑
い
だ
な
つ
か
ヽ
い
味
に

ち
ょ
っ
と
ひ
と
工
夫
を
加
え
て
査
率

へ
１
１

次
の
世
代

へ
、

ま
た
次
の
世
代
へ
と
伝
え
ま
す
。

伝えたいこんなこと

総持寺で作られた

精進料理が門前町に

根づいたものです。

【献立の例 】くろもの昧噌汁/ごはん/鶏肉の野菜あんかけ/きんぴらご
ぼう/胡麻どうふ (手前右から時計回りに)
<メ ニュー作成 :輪島市 (旧門前町)食生沼改善推進協議会 >

巌
基
に
藤
る
給
逸
料
理
の
代
表
絡

味
わ
い
優
Ｉ
ぐ

曹
洞
宗
の
聖
地
と
し
て
古
く
か
ら
尊
ば
れ
、
今
も
雲
水
た
ち
が
厳
し
い
修
行
を
積
む
輪
島
市
の
総

持
寺
祖
院
。
そ
の
総
持
寺
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
胡
麻
豆
腐
は
肉
食
を
禁
じ
ら
れ
た
雲
水
た
ち
に
と

っ
て
貴
重
な
た
ん
ぱ
く
源
で
し
た
。
そ
れ
が
い
つ
し
か
、
信
心
深
い
門
前
町
の
家
々
に
広
が
り
根
付

い
て
い
っ
た
と
い
い
ま
す
。

胡
麻
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
で
す
。
栄
養
価
が
高
く
、
近
年
は
セ
サ
ミ
ン
に
よ
る

抗
酸
化
作
用
や
美
容
効
果
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
葛
に
は
身
体
を
温
め
る
効
果
が
あ

る
と
か
。
子
ど
も
の
頃
、
風
邪
を
引
い
た
時
に
飲
ま
せ
て
も
ら

っ
た
葛
湯
の
温
か
さ
を
懐
か
し
く
思

い
出
す
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

丁
寧
に
摺

っ
た
胡
麻
の
香
ば
し
い
風
味
と
本
葛
の
も

っ
ち
り
と
し
た
食
感
が
優
し
い
胡
麻
豆
腐
は
、

老
若
男
女
問
わ
ず
愛
さ
れ
る
精
進
料
理
を
超
え
た

一
品
で
す
。

9
金
沢
の
今

金
沢
市
立

小
立
野
小
学
校

校
は
、

り

方
活
動
を
さ

φ
1.Aを鍋に入れて煮立て、同量の水で溶いたナ十栗粉
でとろみをつけておく。

2.胡麻を煎つて、油が浮くまですり鉢でする。

3.本葛を分量の水で溶き、2の胡麻と一緒に混ぜて
こし器でこす。

4,3を火にかけて、木じゃくしで混ぜながら艶が出る
まで煮つめる。

5,4を流し箱に入れ、平にしてから水に浸し、流水で
冷し固める。

6.5が固まつたら適当な大きさに切つて器に盛り、1
のたし汁をかけ、柚子とさんしようを飾る。

や 教

【写真提供・協力】

石川県

石川県食生活改善推進協議会

中
●胡廟…120g

●本葛…50g

●塩…小さじ1/4

●みりん…小さじ1

●水…21/2カップ

●A
だし汁…1カ ップ

醤油…大さし11/2

塩…小さし1/4

砂糖…小さし1

●片栗粉…大さじ2

●柚子…週量

oさんしよう…適量

れ
て
い
ま

地
域
へ
開
け
た
関
係
を
優
先
し
、
特
別
教
室
で

の
授
業
や
元
気
に
校
内
を
走
る
子
ど
も
達
を
道
行

く
人
々
が
伺
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

をヽ

郷上寿理

胡麻は煎つて油が浮くま

ですります。くず水といつ

しよにミキサーにかけて

もできます。

ワ
ー
ンポイント

′・イ

ー
・

―
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BuslnessCuard AIC損保

AIC損害保険株式会社
|

金沢営業支店 〒920‐0919石川県金沢市南町4-60金沢大同生命ビル2F
TEL 076-222-0005 FAX 076-222-1287
午前9時～午後5時 (土 口 祝国 年末年始を除く)

この広告は保険の概要をご説明したものです。保険の対象、建物の構造、建築年月等によつてはお引受できない場合もございますのであらかじめご了承ください。
2022年 2月時点の内容です。 (22-073005)

企業財産保険十財物損害補l賞特約+地震・噴火危険補償特約 財物損害補償特約用)

地震災害のリスクから会員企業をガードします!

ゐ賦人会の企業地震保険

お問合せ先

世界有数の地震回、日本 !
いつ、どこで大地震が発生しても
不思議ではありません。

地震災害のリスクに備えて、

回避・低減の対策を!

URL:https:′ /www.aig.co.jP/sonpo

AIC

二
月
定
例
研
修
会

Ｇ

研
修
会

・講
演
会
の
ご
案
内

日
時
／
令
和
五
年
二
月
二
十
二
日
（木
）

午
後
六
時
三
十
分

場
所
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
本
館

請
師
／
株
式
会
社

原
田
教
育
研
究
所

代
表
取
締
役
社
長
　
原
田

隆
史
氏

演
題
／
未
定

大
阪
市
生
ま
れ
。
奈
良
教
育
大
学
卒
業
後
、

大
阪
市
内
の
公
立
中
学
校
に
二
十
年
間
勤
務
。

保
健
体
育
指
導
、
生
徒
指
導
に
注
力
、
問
題
を

抱
え
る
教
育
現
場
を
次
々
と
立
て
直
し
「生
活

指
導
の
神
様
」
と
呼
ば
れ
る
。
独
自
の
育
成
手
法

「原
田
メ
ソ
ッ
ド
」
に
よ
り
、
勤
務
三
校
目
の
陸

上
競
技
部
を
七
年
間
で
十
三
回
の
日
本

一
に
導

大
阪
市
教
職
員
退
職
後
に
、
大
学
講
師
を
経

て
起
業
。
「原
田
メ
ソ
ッ
ド
」
に
多
く
の
企
業
経

営
者
が
注
目
し
、
，こ
れ
ま
で
に
約
五
百
社
の
企

業
研
修
を
行
い
、
十
万
人
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
を

指
導
し
た
実
績
を
持
つ
。

※
会
員
の
方
に
は
別
途
Ｆ
Ａ
Ｘ
・メ
ー
ル
で
ご
案
内
し
ま

す
。

社
員
教
育
や
自
己
研
鑽
の
ツ
ー
ル

と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

多
人
数
が
集
合
す
る
研
修
会
等
の
開
催
が
難

し
い
事
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
社
員
教
育
等

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「い
つ
で
も
二
ど
こ
で

も
二
好
き
な
だ
け
二

流
の
講
師
陣
に
よ
る
セ
ミ

ナ
ー
を
視
聴
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
・オ
ン
デ
マ
ン

ド
サ
ー
ビ
ス
を
ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

法
人
会
会
員
の
方
は
五
百
タ
イ
ト
ル
以
上
を

無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。

※
受
語
の
方
法
は
五
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

講
演
会
当
日
は
、
女
性
部
会
が
社
会
貢
献
活

動
の

一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「タ
オ

ル

石
鹸
持
ち
寄
り
運
動
」
を
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
事
業
所
、
ヂ
」
家
庭
に
手
持
ち
さ
れ

て
い
る
タ
オ
ル
や
石
鹸
に
余
裕
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
〈
ム
場
受
付
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
Ｉ
Ｈオ
ン
デ
マ
ン
ド
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